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巻 　 頭 　 言

海
！
　
輝
け
る
そ
の
未
来
に
！

　
「
シ
ー
・
パ
ワ
ー
特
集
号
」
の
巻
頭
言
に
、
私
は
こ
の
言
葉
を
掲
げ
ま
す
。
こ
れ
は
、
四
〇
年
間
、

日
本
の
海
上
防
衛
の
現
場
に
携
わ
っ
て
き
て
、
最
後
に
辿
り
着
い
た
海
へ
の
想
い
で
す
。
米
国
の
海
洋

戦
略
家
マ
ハ
ン
が
提
唱
し
た
「
シ
ー
・
パ
ワ
ー
」
の
概
念
は
、
国
家
が
生
存
と
繁
栄
の
た
め
に
海
洋
を

支
配
し
、
自
在
に
活
用
す
る
能
力
の
総
称
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
は
海
洋
を
利
用
す
る
た
め
の
あ

ら
ゆ
る
要
素
、
つ
ま
り
、
海
上
戦
力
、
商
船
隊
、
漁
船
隊
、
海
洋
観
測
隊
、
資
源
探
査
隊
、
洋
上
救
難

隊
、
造
船
、
装
備
品
な
ど
の
工
業
力
、
港
湾
施
設
等
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
更
に
重
要
な
こ
と
は
、
国

土
、
国
民
の
特
性
に
も
大
き
く
関
わ
り
、
海
と
の
地
理
的
関
係
や
国
民
の
海
洋
へ
の
理
解
度
、
関
心
度
、

愛
着
と
言
っ
た
よ
う
な
も
の
が
、「
シ
ー
・
パ
ワ
ー
」
に
大
き
く
影
響
し
て
く
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

　

マ
ハ
ン
が
生
き
た
帝
国
主
義
の
時
代
は
、
海
上
戦
力
が
大
変
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
ま
し
た
が
、

現
代
の
国
際
協
調
を
ベ
ー
ス
に
し
た
時
代
で
は
、
海
洋
特
有
の
包
容
力
が
重
要
視
さ
れ
、
海
上
戦
力
以

外
の
要
素
の
意
味
の
大
き
さ
が
増
し
て
き
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
外
交
の
手
段
と
し
て
、
そ
の
後
ろ
盾
で

あ
る
海
上
戦
力
に
依
存
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
時
代
か
ら
、
国
際
関
係
の
安
定
を
国
益
達
成
の
必
須
条

件
と
し
た
上
で
、
軍
、
官
、
民
、
学
な
ど
関
連
各
分
野
の
広
が
り
と
、
先
に
述
べ
た
あ
ら
ゆ
る
要
素
の

相
互
連
携
が
重
視
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
日
本
は
、
海
を
隔
て
て
大
陸
に
接
し
、
且
つ
大
洋
に
囲
ま
れ

た
小
さ
な
島
国
で
あ
り
ま
す
。
生
存
を
海
に
依
存
し
、
そ
の
恩
恵
を
最
大
限
に
享
受
す
る
こ
と
に
よ
り
、

多
数
の
国
民
が
質
の
高
い
生
活
を
営
ん
で
き
て
お
り
ま
す
。
今
、「
日
本
の
シ
ー
・
パ
ワ
ー
」
を
見
る

と
、
日
米
安
保
体
制
の
下
に
、
海
上
戦
力
の
実
体
は
海
上
自
衛
隊
が
軸
に
な
っ
て
、
防
衛
と
国
際
協
力

を
活
動
の
主
体
に
維
持
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
規
模
全
体
は
大
き
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
で
、
工
業
力

な
ど
他
の
各
分
野
で
は
高
い
質
的
能
力
を
有
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
国
家
規
模
の
総
合
力
に
お
い
て

は
、世
界
的
に
高
い
評
価
を
得
て
い
る
と
言
え
ま
し
ょ
う
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、わ
が
国
古
来
の
「
和
」

の
精
神
と
、
海
が
本
質
的
に
持
っ
て
い
る
包
容
力
と
を
共
鳴
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
今
後
日
本
の
シ
ー
・

パ
ワ
ー
は
高
く
評
価
さ
れ
、
そ
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
増
大
し
て
く
る
こ
と
に
な
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
わ
が
国
の
現
状
を
仔
細
に
分
析
検
討
す
る
と
、
国
民
意
識
の
海
離
れ
に
起
因
す
る

解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
多
く
の
課
題
…
…
保
有
船
舶
量
、
船
員
数
の
激
減
な
ど
…
…
が
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
ま
す
。
海
の
輝
か
し
い
ロ
マ
ン
を
今
一
度
思
い
起
こ
す
そ
の
解
決
策
を
、
国
民
一
同
で
相
協

力
し
、
丁
寧
に
探
求
し
、
そ
れ
を
実
行
し
て
い
く
努
力
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
こ
れ
は
、
人
生

の
大
半
を
、
海
の
世
界
で
過
ご
し
て
き
た
者
の
一
人
と
し
て
の
、
切
な
る
願
い
で
も
あ
り
ま
す
。

（
元
海
上
幕
僚
長
　
藤
田
幸
生
）


